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安
倍
政
権
は
昨

年
の
通
常
国
会
に

お
い
て
、
３
年
間

で
生
活
保
護
費
を

６
７
０
億
円
削
減

す
る
事
を
決
定
し

た
。
一
方
で
、
11

年
ぶ
り
に
防
衛
費
を
前
年
度
比

で
増
額
。
貧
困
・
低
所
得
者
な

ど
の
生
活
困
窮
者
の

後
の
頼

り
が
生
活
保
護
で
あ
る
。
生
活

保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
の
横
行
も
あ

る
が
、
生
活
保
護
は
憲
法
25
条

の
生
存
権
保
証
を
具
体
化
し
た

制
度
で
あ
る
。
生
活
保
護
を
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
空
気

が
、
国
民
に
広
く
共
有
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
ら
、
日
本
は
福
祉

国
家
と
は
と
て
も
呼
べ
な
い
。

▼
先
月
18
日
都
議
会
本
会
議
の

一
般
質
問
で
、
み
ん
な
の
党
の

塩
村
文
夏
（
あ
や
か
）
議
員
が

女
性
蔑
視
の
ヤ
ジ
を
浴
び
た
。

ヤ
ジ
は
議
会
の
花
と
言
う
よ
う

な
変
な
文
化
も
あ
る
が
、
今
回

は
人
権
を
無
視
し
た
女
性
蔑
視

の
発
言
で
あ
る
。
騒
動
が
大
き

く
な
り
し
ば
ら
く
し
て
、
ヤ
ジ

発
言
者
の
一
人
は
名
乗
り
出
て

謝
罪
し
た
が
全
員
が
名
乗
り
出

た
わ
け
で
な
い
。
ま
た
、
週
刊

誌
で
は
ヤ
ジ
を
受
け
た
塩
村
議

員
の
過
去
も
と
り
あ
げ
、
ヤ
ジ

を
受
け
て
も
仕
方
な
く
当
然
み

た
い
な
煽
り
方
で
あ
る
。

▼
兵
庫
県
議
会
で
は
政
務
活
動

費
の
不
正
使
用
疑
惑
を
受
け
た

47
歳
の
県
議
が
、
何
と
派
手
な

「
号
泣
会
見
」
を
行
っ
て
国
内

外
で
大
き
く
話
題
と
な
っ
た
。

▼
日
本
は
安
倍
首
相
の
暴
走
し

か
り
、
国
会
や
地
方
自
治
体
の

議
会
も
含
め
、
海
外
か
ら
は
レ

ベ
ル
、
質
が
低
く
見
ら
れ
て
い

る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
も
ネ
ッ

ト
社
会
の
功
罪
か
。

（
虎
）

豊
富
な
企
画
で
地
域
に
定
着

夏
の
陽
気
で
来
場
者
少
な
め

第37回住宅デー 区内11会場に1206人来場

【
仕
事
対
策
部
・
磯
部
正
三
部
長
】
６
月
15

日
（
日
）
、
荒
川
支
部
は
第
37
回
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
天
気
は
昨
年
の
倍
返

し
の
よ
う
な
雲
一
つ
な
い
く
ら
い
の
快
晴
。
気

温
は
30
度
近
く
ま
で
上
が
り
、
ま
だ
梅
雨
だ
と

い
う
の
に
夏
の
陽
気
で
し
た
。
ま
た
、
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
の
日
本
代
表
の
試
合
開
催
時
間
が
午
前

中
に
重
な
り
、
外
の
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
と
あ

い
ま
っ
て
、
午
前
中
は
各
会
場
の
来
場
者
は
例

年
に
比
べ
て
少
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
住
宅
デ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

区
民
も
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
、
今
後
も

住
民
の
た
め
、
そ
し
て
地
域
貢
献
と
仕
事
確
保

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
継
続
し
、
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
暑
い
中
、
本
当

に
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

子
供
の
笑
顔
は

最
高
で
す

包
丁
研
ぎ
や

販
売
は
大
好
評

西尾久

荒 川

東尾久一

熟練研ぎ師たち（南千住）

【
西
尾
久
・
小
野
澤
富
彦
記

者
】
会
場
は
、
例
年
通
り
に
荒

川
遊
園
入
口
で
開
催
し
ま
し

た
。
尾
久
消
防
署
の
協
力
を
得

て
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
取
り

組
み
、
包
丁
研
ぎ
や
住
宅
相

談
、
工
作
教
室
を
は
じ
め
、
多

く
の
企
画
に
取
り
組
み
、
子
供

向
け
の
企
画
も
好
評
で
し
た
。

来
場
者
数
は
、
例
年
並
み
の

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
場
所
柄

も
あ
り
、
親
子
連

れ
が
多
く
立
ち
寄

っ
て
子
供
が
楽
し

そ
う
に
笑
顔
を
み

せ
て
遊
ぶ
様
は
微

笑
ま
し
か
っ
た
で

す
。
仲
間
の
参
加

も
組
合
員
42
人
、

主
婦
の
会
４
人
、

組
合
員
の
家
族
８

人
で
暑
い
な
か
で

も
協
力
し
、
無
事

に
午
後
３
時
に
終

了
し
ま
し
た
。

まかせて安心の住宅相談（西尾久）

【
荒
川
・
間
所
秀
夫
通
信

員
】
真
夏
の
様
な
暑
さ
の
中
で

40
人
近
い
分
会
の
仲
間
が
集
ま

り
、
三
河
島
公
園
で
賑
や
か
に

開
催
し
ま
し
た
。

焼
き
そ
ば
や
餅
を
焼
い
た
り

す
る
人
、
新
鮮
野
菜
を
販
売
す

る
人
、
風
船
・
竹
ト
ン
ボ
・
バ

ザ
ー
な
ど
の
対
応
を
す
る
人
、

住
宅
相
談
担
当
等
皆
忙
し
く
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
と

天
気
良
く
て
も

来
場
者
少
な
く

や
き
そ
ば
が

評
判
で
盛
況

南千住

日暮里一

【
南
千
住
・
根
本
武
義
記

者
】
今
年
も
例
年
同
様
に
、
南

千
住
仲
通
り
児
童
遊
園
と
ジ
ョ

イ
フ
ル
三
ノ
輪
に
あ
る
瑞
光
公

園
の
２
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

25
人
の
組
合
員
が
参
加
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。
包
丁
研
ぎ
の

研
ぎ
手
係
は
５
人
で
し
た
が
、

昨
年
は
雨
降
り
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
来
場
者
等
も
少
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
も
何
故
か
来
場
者
や

包
丁
研
ぎ
の
件
数
が
少
な
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。
陽
気
ば
か
り

が
影
響
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

【
東
尾
久
一
・

藤
川
直
樹
通
信

員
】
い
つ
も
通

り
、
本
町
通
り
沿

い
の
児
童
遊
園
で

住
宅
デ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

恒
例
の
や
き
そ

ば
や
フ
ラ
ン
ク
、

飲
み
物
・
お
菓

子
、
バ
ザ
ー
な
ど

を
行
な
い
、
住
宅

相
談
は
０
件
、
包

丁
研
ぎ
97
本
、
網

戸
張
替
１
枚
で
し

た
。
仕
事
対
策
部

長
の
事
前
の
声
か

け
も
あ
り
、
組
合

員
と
家
族
29
人
が

結
集
し
取
り
組
み

ま
し
た
。
所
属
組

合
員
１
１
４
人
の

小
さ
な
分
会
で
す

が
、
い
つ
も
参
加

率
は
高
い
で
す
。

ま
た
、
今
回
初

め
て
参
加
し
た
組

合
員
と
家
族
も
い

た
の
で
、
今
後
が

楽
し
み
で
す
。

「さぁ、やってごらん！」（日暮里一）
初
参
加
の
仲
間

今
後
も
楽
し
み

「さすが、手際いいね！」（東尾久一）

い
っ
て
も
一
番
の
花

形
は
包
丁
研
ぎ
で
、

訪
れ
る
お
客
様
の
ほ

と
ん
ど
は
包
丁
を
研

い
で
も
ら
い
に
来
る

人
ば
か
り
で
、
砥
ぎ

手
の
人
達
は
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

私
は
子
供
を
遊
ば
せ

る
担
当
で
し
た
が
、

当
日
は
近
所
の
幼
稚

園
の
子
供
達
が
別
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て

15
人
程
度
し
か
来
な

か
っ
た
の
で
残
念
で
し
た
。

軒を連ねて露店みたい（荒川）

【
日
暮
里
一
・
堀
茂
男
記

者
】
会
場
は
東
日
暮
里
三
丁
目

児
童
遊
園
で
、
チ
ラ
シ
宣
伝
の

効
果
も
あ
り
、
多
く
の
人
達
に

来
て
頂
き
ま
し
た
。

美
味
い
と
評
判
の
焼
そ
ば

は
、
２
人
掛
か
り
で
焼
き
続

け
、
昼
過
ぎ
に
は
売
切
れ
間
近

と
な
る
程
の
盛
況
で
し
た
。



お れ た ち ( 2 )２０１４年７月１０日 第５４９号

戦
争
が
終
わ
り
、
人
々
の

生
活
に
明
る
さ
が
戻
り
始
め

た
昭
和
22
年
、
蔦
谷
喜
一
さ

ん
は
中
断
し
て
い
た
ぬ
り
え

の
制
作
と
販
売
を
始
め
た
。

本
名
の
「
き
い
ち
」
の
名
で

ぬ
り
え
を
発
表
し
、
ぬ
り
え

を
描
く
こ
と
に
専
念
。
「
き

い
ち
の
ぬ
り
え
」
は
、
泥
ん

こ
遊
び
の
少
女
や
ま
ま
ご

と
、
お
手
玉
遊
び
と
共
に
大

人
気
と
な
り
、
昭
和
期
の
少

女
達
を
魅
了
し
て
、
全
国
の

子
ど
も
達
に
愛
さ
れ
た
。

ぬ
り
え
は
思
い
思
い
に
自

分
で
き
れ
い
に
色
を
塗
り
、

ま
さ
に
満
足
が
出
来
た
遊
び

だ
っ
た
。
当
時
、
月
に
１
０

０
万
セ
ッ
ト
か
ら
、
最
高
時

に
は
１
６
０
万
セ
ッ
ト
を
販

売
す
る
ま
で
に
至
り
、
ぬ
り

え
作
家
と
し
て
名
実
共
に
日

本
を
代
表
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。
昭
和
30
年
代
の
後
半
に

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
が
起

こ
る
ま
で
ぬ
り
え
人
気
は
続

い
た
が
、
し
だ
い
に
時
代
の

波
に
押
さ
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
53
年
に
資
生
堂
ザ
・

ギ
ン
ザ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

「
き
い
ち
の
ぬ
り
え
展
」
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後

は
ひ
な
祭
り
や
羽
根
つ

き
、
七
夕
な
ど
、
主
に

日
本
の
文
化
や
風
習
な

ど
を
取
り
入
れ
た
「
童

女
百
態
シ
リ
ー
ズ
」
に

取
り
組
ん
だ
。
平
成
17

年
に
亡
く
な
っ
た
が
、

今
日
も
少
女
か
ら
中
高

年
の
特
に
女
性
の
人
気

を
集
め
て
い
る
。

ぬりえ美術館

②

取材・川又好一

ぬりえ美術館きいち／小学館

医
療
法
や
介
護
保
険
法
の
改

正
案
を
一
本
化
し
た
地
域
医
療

・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
（
医

療
・
介
護
法
）
が
６
月
18
日
の

参
院
本
会
議
で
、
与
党
な
ど
の

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
、
成
立

し
た
。
同
法
は
、
社
会
保
障
制

度
改
革
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
定
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
（
昨

年
12
月
に
成
立
）
の
内
容
を
具

体
化
す
る
第
１
弾
と
な
る
法
律

で
あ
る
。

し
か
し
、
医
療
、
介
護
と
い

っ
た
異
な
る
分
野
の
19
も
の
法

改
正
が
一
本
化
さ
れ
た
た
め
、

「
詰
め
込
み
過
ぎ
」
に
よ
る
審

議
不
足
の
感
は
否
め
な
い
。
医

療
・
介
護
法
は
、
高
齢
者
に
偏

重
し
て
い
た
制
度
を
見
直
し
、

経
済
力
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
に

も
応
分
の
負
担
を
求
め
る
と
し

ピ
カ
ソ
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
な
ど
の
巨
匠

達
も
出
品
し
た
こ
と
も
あ
る
１
０
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
る
パ
リ
の
公
募
美
術

展
「
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
」
に
昨
年

10
月
、
今
で
も

活
気
の
あ
る
東

尾
久
４
丁
目
の

お
ぐ
ぎ
ん
ざ
商

店
街
に
あ
る
寝

具
店
、
く
わ
の

リ
ビ
ン
グ
の
息
子
さ
ん
で
あ
る
桑
野
純

平
さ
ん
（
39
才
）
が
、
入
選
を
果
た
し

ま
し
た
。
入
選
後
、
朝
日
新
聞
や
東
京

新
聞
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ご
本
人
に
お
会
い
す
る
機
会
を

得
て
、
お
話
を
聞
き
に
伺
い
ま
し
た
。

97
年
に
立
教
大
学
を
卒
業
し
、
翌
年

に
建
築
イ
ン
テ
リ
ア
を
学
ぶ
た
め

イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学

に
留
学
す
る
も
の
の
絵
で
表
現
す
る
こ

と
に
喜
び
を
覚
え
、
絵
を
描
く
事
に
没

頭
、
独
自
画
風
を
編
み
出
し
ま
し
た
。

入
選
し
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
留
学
時

代
に
書
い
た
油
絵
で
す
が
、
独
自
の
タ

ッ
チ
は
日
本
人
が
描
い
た
も
の
な
の
か

と
思
わ
せ
ま
す
。

２
月
に
地
元
の

要
望
で
、
ム
ー
ブ

町
屋
で
個
展
を
開

催
、
次
回
は
秋
に

予
定
。
「
下
町
の

方
々
が
ど
う
感
じ

ら
れ
る
の
か
楽
し

み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

取
材

堀
茂
男
記
者
・
川
又
好
一
記
者

＝
日
暮
里
一
分
会

水彩画のようなタッチ

お
ぐ
ぎ
ん
ざ
か
ら

パ
リ
画
壇
デ
ビ
ュ
ー

東
尾
久
在
住

画
家

桑
野
純
平
さ
ん

【
南
千
住
・
濱
田
和
男
通
信

員
】
６
月
17
日
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
に
反

対
す
る
人
達
が
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
約
５
千
人
集
ま
り
、
集

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
東
京

土
建
か
ら
は
52

人
参
加
で
、
支

部
か
ら
は
２
人

が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
で
は

「
戦
争
反
対
」

「
９
条
こ
わ
す

な
」
と
書
い
た

紙
を
参
加
者
は
掲
げ
、
国
会
へ

届
け
と
ば
か
り
に
「
戦
争
す
る

国
」
へ
向
け
て
暴
走
す
る
安
倍

皆の思いが会場周辺に響き渡る

【
荒
川
・
磯
部
正
三
通
信

員
】
６
月
28
日
、
明
治
公
園
に

て
首
都
圏
反
原
発
連
合
の
主
催

で
「
６
・
28

Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ

Ｅ
Ｓ

Ｄ
Ａ
Ｙ

川
内
原
発
を

再
稼
働
さ
せ
る
な
！

さ
よ
う

な
ら
原
発
★
首
都
大
行
進
」
の

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

雷
鳴
轟
く
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
５
５
０
０
人
も
参
加
し
、

各
界
著
名
人
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ

っ
て
、
原
発
が
稼
働
し
て
い
な

く
て
も
電
力
は
足
り
て
い
る
と

訴
え
て
い
ま
し
た
。
集
会
後
は

再
稼
働
反
対
、
福
島
を
返
せ
と

訴
え
な
が
ら
、
代
々
木
ま
で
デ

モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

政
権
に
対
し
訴
え
ま
し
た
。
集

会
で
は
、
政
党
代
表
や
各
界
著

名
人
の
あ
い
さ
つ
と
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
、
「
戦
争
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
」
と
心
を
打
つ
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

６
・
28NO

NUKES
DAY

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
の

介
護
で
大
丈
夫
か

医
療
・
介
護
総
合
法
案
成
立

法
案
の
中
身
は
問
題

が
多
く
改
悪
ば
か
り

た
の
が
特
徴
で
、
高
所
得
者
の

介
護
保
険
の
負
担
割
合
を
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を

原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の

人
に
限
定
す
る
な
ど
の
内
容
。

介
護
施
設
に
入
所
す
る
低
所
得

者
へ
の
食
費
な
ど
の
補
助
は
預

貯
金
が
１
千
万
円
を
超
え
る
単

身
者
ら
は
対
象
か
ら
外
れ
る
。

ま
た
、
比
較
的
軽
度
の
要
支
援

１
・
２
の
人
に
対
す
る
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
は
段
階
的
に
市

町
村
の
事
業
へ
と
移
管
と
な

る
。
そ
し
て
、
病
院
の
ベ
ッ
ド

数
の
削
減
や
在
院
日
数
の
短
縮

な
ど
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

自
治
体
の
３
割
が

「
不
可
能
」
と
回
答

市
町
村
に
移
さ
れ
る
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
認
定
で

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け

た
人
に
提
供
さ
れ
る
も
の
。
軽

度
の
要
介
護
状
態
と
は
い
え
、

こ
の
担
い
手
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
し
て
い
く
こ
と
へ
の
不
安
の

声
が
介
護
現
場
か
ら
上

が
っ
て
い
る
。
軽
度
の

状
態
を
安
易
に
考
え
る

と
、
重
度
化
を
招
き
か

ね
な
い
と
も
言
う
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
安
否

確
認
か
ら
死
亡
時
の
対

応
も
介
護
職
員
に
要
求

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
過
重

な
負
担
を
求
め
る
の
は

酷
と
い
う
危
惧
も
あ

る
。

介護現場は劣悪な労働環境で人手不足も

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会

は
22
の
都
道
府
県
に
「
自
治
体

移
管
後
も
、
要
支
援
１
・
２
の

人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
従
来
通
り

に
で
き
る
か
」
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
約
３
割
が
「
不
可
能
」
、

約
４
割
が
「
判
断
不
可
」
と
回

答
。
多
く
の
自
治
体
は
コ
ス
ト

の
問
題
な
ど
で
十
分
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
か
不
安
を
抱

え
、
人
材
や
労
働
環
境
の
問
題

も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
を

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
担
い
手
と
し

て
活
用
し
よ
う
と
考
え
る
の
は

リ
ス
ク
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ

に
専
門
性
の
高
い
プ
ロ
の
手
か

ら
切
り
離
し
、
安
上
が
り
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
が
目
指

そ
う
と
し
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

に

「
戦
争
す
る
国
」
に
す
る
な
大
集
会

７
・
２
都
国
保
予
算
要
求
等
要
請
行
動
・

生
活
危
機
突
破
中
央
総
決
起
集
会

雨あがり、訴えの声あげる

【
編
集
部
発
】
７
月
２
日
、

午
前
に
都
庁
第
二
庁
舎
前
で
建

設
労
働
者
対
都
要
請
行
動
が
東

京
都
連
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
交
渉
団
が
各
部
局
と
都
議

会
の
各
政
党
へ
交
渉
に
行
き
、

そ
の
間
に
庁
舎
前
に
て
参
加
者

は
、
来
年
度
建
設
国
保
の

現
行
水
準
確
保
や
諸
要
求

実
現
を
か
か
げ
た
集
会
に

参
加
し
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
集
会
は
解
散
に
。
午

後
は
日
比
谷
に
移
動
し
、

全
建
総
連
の
決
起
集
会
参

加
。
大
変
、
日
射
し
が
強

く
て
暑
い
中
の
集
会
で
し

た
が
、
来
賓
や
政
党
の
連

帯
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
基

調
報
告
に
耳
を
傾
け
、
最
後
に

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
は
閉
会
。

集
会
後
は
、
銀
座
通
り
を
歩

き
東
京
駅
先
の
鍛
冶
橋
ま
で
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響
か
せ

デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。
支
部

か
ら
の
参
加
は
36
人
で
し
た
。

日射しが強く汗を拭いながら行進
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尾
竹
橋
通
り
か
ら
金
美
館

通
り
へ
入
り
、
ス
ー
パ
ー
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
方
向
へ
進

み
、
牛
久
保
商
店
を
左
に
曲

が
る
と
帝
国
湯
が
あ
る
。
そ

の
斜
前
に
「
居
酒
屋
ち
か

ら
」
の
目
立
つ
看
板
が
あ

る
。
お
店
に
入
る
と
昭
和
の

雰
囲
気
が
漂
う
。
入
り
口
の

左
側
に
は
小
上
が
り
が
あ
っ

て
、
６
人
く
ら
い
が
畳
の
上

で
楽
し
め
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー

も
６
人
位
が
座
れ
、
昭
和
の

日
暮
里
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ

せ
て
い
る
。
お
店
は
昭
和
60

年
頃
か
ら
始
め
、
約
30
年
経

つ
。
マ
マ
の
和
代
ち
ゃ
ん
の

お
す
す
め
料
理
は
「
ジ
ャ
ガ

ベ
ー
」
「
エ
ビ
チ
リ
」
「
ゲ

ソ
イ
カ
焼
き
」
マ
マ
の
自
慢

料
理
の
一
つ
の
「
野
菜
の
煮

物
」
も
お
勧
め
、
漬
け
物
は

名
物
で
「
自
家
製
ち
か
ら
」

の
ヌ
カ
床
の
「
お
新
香
」
で

す
。
お
店
の
お
姉
さ
ん
酒
井

寿
々
ち
ゃ
ん
は
「
恥
ず
か
し

い
話
し
、
こ
の
歳
で
初
め
て

の
夜
デ
ビ
ュ
ー
で
す
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
提
示
▼

１
５
０
０
円
以
上
飲
食
で

ワ
ン
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス

営
業
時
間
17
：
00
～
24
：
00

定
休
日

無
休

文
・
写
真

川
又
好
一
記
者

＝
日
暮
里
一
分
会

２０１４年７月１０日 第５４９号

居 酒 屋 ち か ら

荒川区東日暮里３－１２－１４

電話 ０３－３８０６－５２３０

昭和の雰囲気で一杯

【
東
尾
久
２
・
吉
田
敬
子
通

信
員
】
東
尾
久
２
分
会
の
分
会

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は
日
帰
り

と
一
泊
を
年
毎
交
互
に
行
い
、

今
年
は
一
泊
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
い
ざ
当
日
の
６
月
28
日
、

尾
久
本
町
通
り
城
北
信
用
金
庫

東
尾
久
支
店
前
に
９
時
50
分
に

集
合
し
、
送
迎
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
っ
て
目
的
地
の
千
葉
へ

向
け
荒
川
を
出
発
し
ま
し
た
。

途
中
の
海
ほ
た
る
で
休
憩
し
、

宿
泊
先
の
千
葉
県
富
津
市
大
堀

に
あ
る
ホ
テ
ル
静
養
園
に
着
き

ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で

時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
青
堀
駅

の
近
く
に
あ
る
古
墳
跡
地
を
散

策
し
た
り
、
温
泉
に
入
っ
た
り

と
の
ん
び
り
過
ご
し
、
チ
ッ
ク

イ
ン
。
そ
し
て
、
夜
は
宴
会
で

大
変
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
29
日
の
朝
は
あ
い
に
く
の

雨
降
り
で
し
た
が
、
富

津
海
岸
に
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
で
行
き
、
着
い
た
時

に
は
天
気
も
晴
れ
と
な

り
無
事
に
潮
干
狩
り
が

出
来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
熊
手
と
網
を
持
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

に
移
動
し
、
ア
サ
リ
を

網
の
中
に
い
っ
ぱ
い
詰

め
て
い
る
人
や
少
し
し

か
獲
れ
な
い
人
も
い
ま

し
た
が
皆
、
一
様
に
楽

荒
川
文
藝
倶
楽
部

仲
間
の
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

【
編
集
部
】
仲
間
の
文
芸
作
品
を
披
露
す
る
場
を
常
時
設
け
、

可
能
な
限
り
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
随
時
、
奮
っ
て
編
集
部
へ
連

絡
を
頂
き
投
稿
下
さ
い
。
尚
、
一
回
に
つ
き
一
人
一
作
品
掲
載
。

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が

与
党
間
合
意
を
経
て
閣
議
決

定
さ
れ
、
無
審
議
の
怠
慢
国

会
を
通
過
す
る
こ
と
が
明
白

と
な
っ
た
。

各
方
面
で
賛
否
は
あ
る
が

一
つ
の
事
実
は
、
戦
後
憲
法

遵
守
に
よ
る
69
年
に
渡
る
平

和
の
歴
史
は
、
強
制
的
に
幕

を
閉
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
手
法
と
過

程
が
極
め
て
欺
瞞
的
だ
。
憲

法
９
条
の
戦
争
放
棄
の
条
文

は
そ
の
ま
ま
に
手
を
つ
け
ず

に
、
解
釈
改
憲
と
い
う
手
法

を
使
い
、
戦
争
推
進
に
血
眼

に
な
る
国
は
世
界
広
し
と
言

え
ど
も
、
日
本
以
外
に
は
当

然
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本

が
世
界
に
露
呈
し
た
こ
と
は

先
ず
第
一
に
不
穏
国
家
で
あ

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
拭
い

去
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

世
界
が
日
本
を
見
る
目
は
眉

唾
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
に

と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ

る
。
第
二
に
世
界
の
目
は
、

政
治
の
み
な
ら
ず
善
良
な
日

本
国
民
に
対
し
て
も
白
い
目

が
向
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る

従
軍
慰
安
婦
、
拉
致
強
制
労

働
問
題
な
ど
道
義
的
問
題
に

対
す
る
日
本
政
府
の
あ
り
方

に
よ
っ
て
、
国
民
性
が
推
し

測
ら
れ
て
い
る
。
は
て
、
自

衛
隊
は
９
条
を
胸
に
付
け
て

戦
争
に
猛
進
か
。

（
Ｈ
）



荒川区上空に突如、姿を現した

のは編隊飛行する航空自衛隊のブ

ルーインパルス。この日は、ＳＡ

ＹＯＮＡＲＡ国立競技場というイ

ベントがあり、撮影した場所から

一気に下降、瞬く間に国立競技場

に向い飛んで行きました。左下

は、東電尾久変電所の鉄塔です。

「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」

日
暮
里
１
分
会

堀

茂
男
さ
ん

（
俳

句
）

夏
日
射
す

汗
を
拭
い
て

孫
の
顔

南
千
住
分
会

根
本
武
義

【
国
保
係
】
国
内
で
宿
泊
旅

行
す
る
と
ど
こ
の
宿
泊
施
設
を

利
用
し
て
も
、
土
建
国
保
に
加

入
し
て
い
る
組
合
員
・
家
族
と

も
に
、
１
人
年
度
内
（
４
月
1

日
～
３
月
31
日
）
に
１
回
で
64

歳
以
下
で
は
３
０
０
０
円
、
65

歳
以
上
は
５
０
０
０
円
の
補
助

を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
所
定
の
申
請
書
を
旅

行
の
際
に
持
参
す
る
と
便
利
で

す
。
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
新

年
度
保
険
証
と
と
も
に
受
け
取

る
「
土
建
国
保
ガ
イ
ド
」
の
巻

末
に
あ
る
申
請
書
を
切
り
離
し

て
使
用
し
て
下
さ
い
。
手
元
に

な
け
れ
ば
支
部
か
、
国
保
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
寄
せ
て

下
さ
い
。
ま
た
、
補
助
金
は
登

録
さ
れ
た
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座

宛
に
振
込
み
さ
れ
ま
す
。

75
歳
以
上
の
組
合
員
の
場
合

は
、
ど
け
ん
共
済
会
の
同
様
の

制
度
を
利
用
と
な
り
ま
す
。

旅
行
の
際
に
は
ぜ
ひ
利
用
を

宿
泊
旅
行
利
用
補
助
金
制
度

2014 皆で歩こう！

国民平和
大行進

と

き

７
月
24
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
※
集
合

と
こ
ろ

荒
川
公
園

→
花
川
戸
公
園

★
暑
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
体
調
に
自
信
の
無
い
方
の
参

加
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

東尾久２分会レクリェーション

方
、
②
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

※
参
加
定
員
は
50
人
迄
で
、
事

前
に
参
加
連
絡
を
担
当
へ
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
自

身
の
直
近
の
健
診
結
果
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

日

時

７
月
25
日
（
金
）

午
後
７
時
～

場

所

組
合
支
部
会
館

３
階
会
議
室

主

催

社
会
保
障
対
策
部

講

師

国
保
組
合
保
健
師

山
藤
愛
子
さ
ん

内

容

①
健
診
結
果
の
見

社
保
対
部
主
催

し
ん
で
い
ま
し
た
。
一
時
間
半

余
り
の
時
間
で
し
た
が
、
掘
っ

て
も
掘
っ
て
も
ア
サ
リ
が
見
つ

か
ら
ず
に
、
場
所
を
変
え
た
り

と
、
沢
山
獲
れ
た
時
は
嬉
し
く

な
り
、
ま
る
で
童
子
に
戻
っ
た

よ
う
な
気
分
で
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ス
で
昼
食
の
会

場
に
行
き
、
食
事
後
は
木
更
津

港
に
寄
っ
て
休
憩
を
と
り
、
一

路
荒
川
東
尾
久
へ
と
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は

21
人
で
、
と
て
も
良
い
旅
行
が

出
来
、
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご

す
事
が
出
来
ま
し
た
。

皆、笑顔で「ごちそうさま！」

楽しい旅行を満喫



お れ た ち ( 4 )２０１４年７月１０日 第５４９号

Ｊ
Ｒ
日
暮
里
駅
東
口
を
出

て
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
左

側
に
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
ス
ラ
リ
と
立

っ
て
い
る
。
手
の
ひ
ら
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
こ
の
塔
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
「
ル
ー
ト

に
っ
ぽ
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
。

こ
こ
か
ら
西
日
暮
里
駅
に
至

る
Ｊ
Ｒ
沿
い
の
５
０
４
㍍
を

言
う
。

昭
和
46
年
に
西
日
暮
里
駅

が
新
設
さ
れ
る
と
、
元
都
道

の
日
暮
里
駅
前
商
栄
会
通
り

は
、
乗
降
客
の
流
れ
が
変
わ

り
、
電
車
で
乗
車
所
要
時
間

わ
ず
か
45
秒
の
日
暮
里
駅
に

挟
ま
れ
た
通
り
は
、
ブ
ッ
ツ

リ
人
通
り
が
途
絶
え
た
。
会

長
や
役
員
は
、
商
店
街
再
生

を
か
け
７
年
間
策
を
練
り
、

ま
ず
都
道
を
区
道
の
変
更
に

努
力
し
、
そ
れ
が
達
成
で
き

る
と
区
に
両
駅
間
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
道
路
で
つ
な
ぐ

「
ル
ー
ト
に
っ
ぽ
り
」
案
を

提
唱
。
そ
し
て
、

つ
い
に
実
現
の
は

こ
び
と
な
っ
た
。

将
来
は
、
横
浜

の
山
手
通
り
の
よ

う
な
通
り
を
目
指

す
と
い
う
。
日
暮

里
駅
前
商
栄
会
の

会
長
廣
澤
愛
和
さ

ん
に
伺
っ
た
。

文
・
写
真

川
又

好
一
記
者
＝
日
暮

里
一
分
会

ルートにっぽり（日暮里） 30

『複 製 さ れ た 男 』

ドゥニ・ヴィルヌーヴ監督

左右のモニュメントは通りのシンボル

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
作
家
ジ
ョ
ゼ
・
サ
ラ
マ

ー
ゴ
の
同
名
小
説
を
映
画

化
。演

技
派
俳
優
と
し
て
知
ら

れ
る
ジ
ェ
イ
ク
・
ギ
レ
ン
ホ

ー
ル
が
、
性
格
が
全
く
異
な

る
二
人
の
登
場
人
物
を
一
人

二
役
で
見
事
に
演
じ
き
る
。

何
も
刺
激
が
な
い
、
空
虚
な

日
々
を
送
る
大
学
教
員
の
ア

ダ
ム
（
ジ
ェ
イ
ク
・
ギ
レ
ン

ホ
ー
ル
）
。

あ
る
日
、
何
気
な
く
映
画

を
見
て
い
た
彼
は
目
を
疑
う

場
面
に
出
く
わ
し
ま
す
。
な

ん
と
端
役
の
男
（
ジ
ェ
イ
ク

・
ギ
レ
ン
ホ
ー
ル
）
が
、
ア

ダ
ム
と
う
り
二
つ
だ
っ
た
の

で
す
。
居
て
も
立
っ
て
も
い

ら
れ
な
く
な
っ
た
ア
ダ
ム

は
、
や
っ
と
の
こ
と
で
彼
を

探
し
出
し
、
面
会
を
果
た
す

こ
と
に
。

し
か
し
、
そ
こ
で
ア
ダ
ム

が
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
と
て
も
に
わ
か
に
は
信

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
衝
撃

の
事
実
で
し
た
。
７
月
18
日

か
ら
全
国
公
開
。
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今乗っているバイク

は自賠責共済（保険）

に入っていますか？期

限切れや期限が近い場

合は、組合でも入れま

すので担当迄連絡を！

組合で

自賠責共済
入れます

日
本
は
地
域
間
格
差
改
善
が
急
務

２
０
１
４
年
度
の
地
域
別
最
低
賃
金
を
検
討
す
る
審
議
が
厚

生
労
働
省
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
都
道
府
県
ご
と
に
賃
金
の
下

限
を
定
め
た
も
の
で
す
が
、
日
本
は
東
京
が
８
６
９
円
、
全
国

平
均
７
６
４
円
と
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
世
界
へ
目
を
向
け
る
と
、
チ
ー
プ
レ
イ
バ
ー
（
格
安
な
労

働
）
が
ま
ん
延
す
る
な
か
、
各
国
で
「
暮
ら
せ
る
最
賃
」
を
求

め
る
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
シ
ア

ト
ル
市
で
６
月
、
最
賃
を
時
給

15
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
日
本
円
換
算

で
１
５
４
２
円
（
２
０
１
４
年

１
～
３
月
期
平
均
）
。
上
昇
率

は
何
と
60
％
に
も
上
り
ま
す
。

チ
ー
プ
レ
イ
バ
ー
が
広
が
る
米

国
で
は
、
「
時
給
15
ド
ル
」
を

求
め
る
運
動
が
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
で
働
く
人
々
を
中
心
に
盛
り

上
が
り
、
各
地
で
「
暮
ら
せ
る

最
賃
」
を
求
め
る
機
運
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
オ
バ
マ
大
統
領

欧
米
「
15
ド
ル
」
運
動

も
全
米
に
適
用
さ
れ
る
連
邦
最

賃
を
、
現
行
の
７
・
25
ド
ル

（
７
４
５
円
）
か
ら
10
・
１
ド

ル
（
１
０
３
８
円
）
へ
の
引
き

上
げ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

労
働
協
約
で
底
支
え
し
て
き

た
ド
イ
ツ
で
は
、
来
年
か
ら
時

給
８
・
５
ユ
ー
ロ
（
１
１
９
７

円
）
の
最
賃
新
設
を
政
府
が
決

定
し
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
は
07
年
に
最
賃

法
が
改
正
さ
れ
、
引
き
上
げ
幅

が
伸
び
て
い
ま
す
が
、
先
進
国

の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
最
低
ク
ラ

ス
で
す
。
地
方
間
の
水
準
格
差

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最

高
額
の
東
京
都
と
、
沖
縄
や
島

根
な
ど
の
最
低
額
と
の
時
給
差

は
な
ん
と
２
０
５
円
。
年
１
８

０
０
時
間
働
く
と
す
れ
ば
、
約

37
万
円
も
の
差
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
少
子
化
や
、
過

疎
地
域
の
こ
れ
以
上
の
人
口
流

出
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

格
差
改
善
が
急
務
で
す
。

日
本
格
差
は
２
０
５
円

公
営
国
保
が
大
変

低
所
得
加
入
者
増
で
減
額
世
帯
も
増
加

低
所
得
の
た
め
、
国
民
健
康

保
険
料
・
税
を
減
額
し
て
支
払

わ
ざ
る
を
得
な
い
世
帯
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
総
務
省
の

調
査
「
市
町
村
民
課
税
状
況
」

で
は
、
２
０
１
２
年
の
減
額
世

帯
は
８
８
５
万
世
帯
超
と
過
去

最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。

減
額
措
置
対
応
を
受
け
た
世

帯
は
、
国
保
加
入
全
世
帯
の
43

・
７
％
に
も
上
り
ま
す
。
減
額

世
帯
の
被
保
険
者
数
は
、
１
４

３
９
万
人
で
全
体
の
41
・
５

％
。
背
景
に
は
、
社
会
保
険
に

加
入
で
き
な
い
非
正
規
雇
用
の

人
が
増
え
、
国
保
に
集
中
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

公
営
国
保
に
加
入
す
る
世
帯

の
12
年
度
の
平
均
所
得
は
１
４

１
万
６
０
０
０
円
。
09
年
度
か

ら
大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。
１

人
あ
た
り
の
所
得
で
み
る
と
、

12
年
度
は
83
万
２
０
０
０
円
。

無
収
入
の
世
帯
は
28

・
２
％

に
上
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を

７
割
減
額
し
て
も
支
払
い
が
困

難
な
低
所
得
世
帯
へ
の
対
策
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

「99％対１％ アメリカ格差ウォーズ」

町山智浩著（講談社文庫、６６０円＋税）

米
国
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
て

も
「
自
由
と
民
主
主
義
の
国
」
だ
と

思
っ
て
い
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、
本
書
を
読
む
と
こ
の
国
に
対

す
る
見
方
が
確
実
に
変
わ
り
ま
す
。

保
守
派
の
共
和
党
、
さ
ら
に
そ
の

右
を
行
く
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
茶

会
運
動
）
と
、
そ
の
支
持
者
の
特
異

な
思
想
と
行
動
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

「
オ
バ
マ
は
社
会
主
義
者
で
イ
ス
ラ

ム
教
徒
」
「
国
民
皆
保
険
制
度
は
神

へ
の
反
逆
」
な
ど
で
す
。

う
そ
と
偏
見
が
、
メ
デ
ィ
ア
と
大

企
業
の
力
で
ま
か
り
通
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
が
恐
ろ
し
い
。
米
国
の
愚
か

さ
を
知
る
に
は
絶
好
の
一
冊
で
す
。
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